
りんごに対する塩安の肥効試験

（長野県園芸試験場と共同研究）

矢木博、町田博、上原叔助、小林幸右衛門

（継続試験）

1．目　　　的　参んこの成木園に対する塩安の肥料効果を知らんとす。

2．試験場所大室農場

3．試験の地質、圭壌　火山灰堰土、標高950m、平均傾斜3慶

乱試験規模三区二連。一区面積ユ゜アー一・v

5。りんご品種デリシヤス（28年生）

6．試験区別及びその内容
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施肥量（10アール当）鷺

試験区　別 りんごの分として
一一s葦生鱗の動分

窒素（N）4回に分施
加里 炭酸苦 窒素㈹2圓に分施　　　　　，　燐酸
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ム　　τr　苗瓜1∩虻シ1存備考（1）窒素はりんご分と草分に分けて，りんご分50K9、箪分ユOKgとしたe

　　（2）bんこの栽培管理は長野県園芸試験場の基準曄肱・
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葉軍（50枚当）7

@3㌘年8月5日 雌畳」V梢の長さ硯 生葉露（50枚当）乎
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　新梢の長さは呂5年度より36年慶の方が何れの区でも大で、更に呂ワ年度は大であっfe・

　’5・V年度は塩安区と硫安区の間には明らカ・だ笙がなかったが、やや硫安区功塩安区が勝

　るように思われ煮‘，

8．りんごの葉の分析成績（呂ツ館8月5日採i取り
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りんご葉中の塩素の含量は硫安区に比し塩安区がやや高い傾向を認めた。

NPKの含量は塩安区、硫安区間に明らかな差を認めなかった。　　　一・

　　　　　　　　　　　　　　　問｛36一
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5ワ隼慶 構 55聯量
56年慶
ﾊ実ユ個当

区　　名

収髄羅講
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9．りんごの果i美の収景調査の結果（ユOアWtル当）

　　7月までは生育が良好であったが降雨量8月59。V　na，9月工5。8，伽で雨量が極めて

　　少なく、8月以降早越の被害が著しく認められ允。

　　bんご集実の鋪傭しく不郎効・f固の平均騨が9・・6’tes．の粉灘瞬・た・従

　　って収量も低かった炉各区間には収貴の明らかrk差が認められftかっ光。

10・－bんこの蒲色程慶

　　りんごの着色は、硫安区と塩安区との間に差が認められ海かっfU　es

11果汁分析成績
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　果汁の駿慶及び糖度け塩安区と硫管区との間に明らかfi．差が認められなかウた。

12土凝の酸庶と塩素含量
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厳区確区とも膿のP釈置綴働・酸駄軸た低塩安、炭瀦土石灰区は酸度

の増加は認めら乳なかった。

　土壌の塩素の含量は硫安区より塩安区の方が高いがその差は極めて小であった。
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